
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ａ
Ｉ
と
協
働
す
る
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
銀
行
金
融
機
構
局

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長

菅
野
浩
之

金
融
分
野
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性
と
可
能
性

人
間
と
Ａ
Ｉ
の
協
働
に
よ
り

「
業
務
効
率
化
」と「
収
益
力
の
向
上
」が
実
現

活
用
の
現
状
と

期
待
さ
れ
る
効
果

　

日
本
銀
行
金
融
機
構
局
・
金
融
高

度
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
考
査
・
オ
フ

サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
並
ぶ
「
第

３
の
対
話
チ
ャ
ネ
ル
」
と
し
て
、
金

融
機
関
の
経
営
・
リ
ス
ク
管
理
や
業

務
の
高
度
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
２
０
１

８
年
９
月
に
は
、
わ
が
国
の
金
融
業

界
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
金
融
の
高
度
化

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ｓ
）」
を
開
始
し
た
。
全
４
回
の

会
合
を
通
じ
、
Ａ
Ｉ
に
か
か
わ
る
専

門
家
や
実
務
家
が
金
融
機
関
に
よ
る

Ａ
Ｉ
活
用
の
可
能
性
と
限
界
、
留
意

点
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を

行
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
金
融
機
関
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
、
地
域
金
融
機
関
も
含
め
て
、
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。
実

際
に
取
り
組
む
う
え
で
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
金
融
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
す
れ
ば
、
業
務
の
効

率
化
や
稼
ぐ
力
の
引
上
げ
を
通
じ
て
、
低
下
傾
向
が
続
く
基
礎
的
収
益
力
の
底
上
げ
に
寄
与
し
う
る
。
働
き

方
改
革
の
一
策
と
も
な
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
協
働
す
る
世
界
だ
。
こ
う
し
た
動
き
が
今
後

と
も
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
て
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
と
身
の
丈
に
合
っ
た

対
応
や
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
の
議
論

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
金
融
分
野
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性
と
可
能

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
（
注
）。

＊　

＊　

＊

　

わ
が
国
の
金
融
業
界
で
は
、
伝
統

的
な
統
計
モ
デ
ル
に
加
え
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
自
身
が
デ
ー
タ
か
ら
知
識
・

法
則
を
反
復
学
習
に
よ
り
獲
得
す
る

「
機
械
学
習
」
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

Ａ
Ｉ
を
利
活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
現
状
は
大
手
行
が
中
心
で

あ
る
も
の
の
、
地
域
金
融
機
関
で
も
、

実
証
実
験
を
経
て
、
実
装
化
す
る
例
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社
員
の
挑
戦
を
促
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
す
る

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
社長　グループＣＥＯ　三毛 兼承

グ
ロ
ー
バ
ル
に
信
頼・信
用
さ
れ
る

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
へ

IN
T
ER
V
IEW

段
と
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
再
創

造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う
未
来
志

向
型
の
変
革
を
展
望
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
の
一
体
運
営
を
大
き
く
進

め
た
。
４
月
か
ら
私
が
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の

社
長
・
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
の
頭
取
を
兼
務
し
、
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
再
創
造
を
や
り
抜
く

こ
と
が
第
一
の
使
命
だ
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　

私
自
身
が
目
指
す
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
の
姿

と
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
信
頼
・
信

用
さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
象
徴

す
る
存
在
」
だ
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

進
化
も
あ
っ
て
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は

非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て

お
り
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
な
が
ら
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
異
業
種
か
ら
も
次
々
と
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
中
で
当
社

が
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
い
ま
ま
で

以
上
に
信
頼
と
信
用
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
。
顧
客
の
新
し
い
体
験
に
お

─
─
社
長
に
就
任
し
て
の
思
い
は

　

平
野
会
長
が
社
長
を
務
め
た
こ
の

６
年
間
、
経
営
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
中
で
、
当
社
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
高
度
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
一

グ
ル
ー
プ
内
公
募
も
導
入
し

挑
戦
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
醸
成

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
は
平
野

信
行
前
社
長
の
も
と
で
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
再
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

打
ち
出
す
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
変
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
金
融
市
場
の
不
安
定

化
の
中
で
、
４
月
１
日
に
就
任
し
た
三
毛
兼
承
新
社
長
・
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。
（
編
集
部
）
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「
十
手
前
」
の
警
戒
へ

　

早
期
警
戒
制
度
は
、
自
己
資
本
比
率
が
最
低
所

要
水
準
を
割
っ
た
際
に
発
動
さ
れ
る
「
早
期
是
正

措
置
」
の
対
象
と
な
ら
な
い
金
融
機
関
で
あ
っ
て

も
、
①
収
益
性
、
②
信
用
リ
ス
ク
、
③
市
場
リ
ス

ク
、
④
流
動
性
リ
ス
ク
に
つ
い
て
金
融
庁
が
定
め

る
基
準
に
該
当
し
た
場
合
に
早
期
の
経
営
改
善
を

促
す
も
の
だ
。
今
回
の
見
直
し
案
は
、
そ
の
う
ち

①
を
「
持
続
可
能
な
収
益
性
と
将
来
に
わ
た
る
健

全
性
」
に
変
更
。
将
来
の
収
益
と
自
己
資
本
比
率

も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
対
象
と
す
る
。　

　

同
制
度
の
見
直
し
の
背
景
に
は
、
地
域
金
融
機

関
を
と
り
ま
く
環
境
の
厳
し
さ
が
あ
る
。
制
度
導

入
時
の
よ
う
な
不
良
債
権
問
題
は
お
お
む
ね
解
消

さ
れ
た
一
方
、
人
口
減
少
や
超
低
金
利
に
よ
っ
て

地
域
金
融
機
関
の
収
益
環
境
は
悪
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
足
も
と
で
は
自
己
資
本

比
率
を
維
持
し
て
い
て
も
、
恒
常
的
に
収
益
が
悪

化
す
れ
ば
将
来
の
健
全
性
に
懸
念
が
生
じ
る
。

　

金
融
庁
は
今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
、「
改
善

・
改
革
は
、
当
初
は
コ
ス
ト
増
に
な
っ
た
り
成
果

の
実
現
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
た
め
、

打
つ
手
は
早
い
ほ
う
が
い
い
」
と
説
明
す
る
。
い

わ
ば
危
機
に
備
え
た
「
詰
み
一
手
前
の
警
戒
」
を
、

「
十
手
前
」（
金
融
庁
関
係
者
）
に
変
え
る
こ
と

が
見
直
し
の
主
眼
だ
。

将
来
見
通
し
が
立
た
な
け
れ
ば

行
政
処
分
も

　

見
直
し
案
で
は
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
た
。

「
ス
テ
ッ
プ
１
」
は
、
金
融
庁
に
よ
る
機
械
的
な

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
各
行
の
３
月
期
決
算
の
数

値
等
を
基
に
、
預
貸
金
の
利
息
、
有
価
証
券
利
息

配
当
金
、
役
務
取
引
等
利
益
、
経
費
な
ど
の
傾
向

が
継
続
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
「
お
お
む
ね
５

年
以
内
の
コ
ア
業
務
純
益
（
投
信
解
約
損
益
を
除

く
）」
や
、「
ス
ト
レ
ス
事
象
を
想
定
し
た
自
己
資

本
比
率
」
を
算
出
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
有
価

証
券
利
息
配
当
金
を
計
算
の
基
礎
に
組
み
入
れ
た

一
方
で
、
コ
ア
業
務
純
益
か
ら
投
信
解
約
損
益
を

除
い
た
点
だ
。

　

金
融
庁
は
近
年
、「
貸
出
＋
手
数
料
ビ
ジ
ネ

ス
」
を
本
業
利
益
と
定
義
し
、
有
価
証
券
の
過
度

な
益
出
し
を
問
題
視
し
て
き
た
。
だ
が
有
価
証
券

の
運
用
は
、
い
ま
や
金
融
機
関
経
営
の
「
本
丸
」。

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
の
分
析
に
よ
る
と
、
４
月
〜

12
月
期
の
上
場
地
銀
の
コ
ア
業
務
純
益
は
約
９
３

０
０
億
円
あ
り
、
う
ち
有
価
証
券
利
息
配
当
金
が

約
７
１
０
０
億
円
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
実

態
を
踏
ま
え
、「
配
当
を
加
え
た
収
益
性
」
を
最

低
限
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
た
。
他
方
で
、
金
融
機
関

の
コ
ア
業
務
純
益
を
押
し
上
げ
て
き
た
投
信
解
約

損
益
は
、「
配
当
と
違
っ
て
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
損

益
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を
測
る
指
標
と
は
言
え

な
い
」（
金
融
庁
中
堅
幹
部
）
こ
と
か
ら
除
外
さ

れ
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
算
出
さ
れ
た
数
値
等
が
一
定
水

準
を
下
回
る
地
域
金
融
機
関
は
「
ス
テ
ッ
プ
２
」

に
移
行
す
る
。
ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、
当
該
地
域
金

融
機
関
が
考
え
る
将
来
収
益
や
自
己
資
本
の
見
通

し
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
経
営
理
念
や
経
営

戦
略
、
人
的
資
源
な
ど
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
す
る
の
か
に
つ
い
て
対
話

が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
地
域
２
番
手
行
が
毎
年

貸
出
や
金
利
が
伸
び
る
と
い
う
経
営
計
画
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
が
ラ
イ
バ
ル
行
の
動
向
や
地
域
の
人
口

減
少
、
直
近
の
利
益
率
な
ど
か
ら
見
て
現
実
味
が

金
融
庁
は
４
月
３
日
、
中
小
・
地
域
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
の
改
正
案
を
公
表

し
た
。「
早
期
警
戒
制
度
」
を
見
直
し
、将
来
の
収
益
性
と
健
全
性
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。
地

域
金
融
機
関
は
金
融
庁
が
唱
え
て
き
た
「
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
い
う
宿
題
の
答

え
を
迫
ら
れ
、
落
第
す
れ
ば
業
務
改
善
命
令
が
下
さ
れ
る
。
今
後
は
持
続
可
能
性
と
い
う
課
題

の
先
送
り
が
許
さ
れ
な
く
な
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ひ
な
型
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
早

期
警
戒
制
度
見
直
し
に
よ
り
、
地
域
金
融
機
関
も
金
融
庁
も
新
た
な
局
面
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

「
持
続
可
能
性
」
の
先
送
り
を
許
さ
な
い

早
期
警
戒
制
度
の
見
直
し
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